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当社千葉工場の一部操業開始について 

～当社千葉工場の火災事故に関するお知らせ（続報）～ 

 

平成１９年１１月１３日１０時２０分頃に発生いたしました当社千葉工場 感光材第２工場

における火災事故におきまして、亡くなられた当社協力会社の従業員２名の方々、ご遺族の皆

様並びに負傷された６名の方々におかれましては、改めて心より深くお詫び申し上げます。当

社は、協力会社の従業員２名が亡くなられた事実を極めて重く受け止め、亡くなられた方々の

ご冥福を心よりお祈り申し上げるとともに、ご遺族の皆様へ慎んでお悔やみ申し上げます。 
 

また、近隣住民の皆様をはじめ、株主の方々、お取引先様など多くの皆様にご迷惑、ご心配

をお掛けしたことを深くお詫び申し上げます。 

 当社は、二度とこのような事故を起こさぬよう、全社員一丸となって安全管理を徹底し、再

発防止に取り組み、信頼回復に努める所存であります。  
事故発生後の状況と当社千葉工場の一部操業開始について下記のとおりご報告申し上げます。 

  

記 

 

１．発生日時 

平成１９年１１月１３日(火) 午前１０時２０分頃から午後１時頃まで 

２．発生場所 

千葉工場 感光材第２工場 １階 乾燥・包装室 

（所在：千葉県香取郡東庄町宮野台 1 番 51 号） 

３．火災事故の調査状況 

事故発生同日に当社千葉工場内に火災事故対策本部を設置し、消防当局、警察当局と共

に原因調査を継続しており、現在延焼プロセスの確認を行っております。 

４．被害の状況 

・人的被害 

当社協力会社従業員２名の方が亡くなられました。また事故当日、協力会社従業員

６名の方が検査のため病院に搬送されましたが、医師による診断の結果、異常が認

められなかったため、当日、帰宅されました。 

 



・物的被害 

延焼箇所は、感光材第２工場 １階 乾燥・包装室の面積 約１００㎡です。これは感

光材第２工場全体（延床面積：２０８６㎡）の約５%となります。 

５. 感光材第２工場の生産品目 

LCD 用途向け、半導体用途向けの感光材、化合物名：ナフトキノンジアジド化合物など 

 

６．安全対策 

当社では、かかる事故が二度と起こらないよう、安全管理を徹底してまいります。 
事故（11 月 13 日）以来、千葉工場を含め、全工場安全自主点検を行い、想定される

リスクの洗い出しと安全対策（設備・機器の再点検、作業マニュアルの徹底など）を実施

しております。なお、１１月１４日には、当社市川工場（千葉県市川市）、感光材研究所

（千葉県印旛郡印旛村）にて緊急消防査察が行われ、安全管理に不備がないことが確認

されております。 

 

７．工場生産開始見込み 

１１月１３日事故発生後、千葉工場内の感光材第１工場、感光材第２工場、感光材第

３工場、電解工場の生産は、現在まで停止しております。 
千葉工場内の感光材第１工場、感光材第３工場、電解工場つきましては、消防当局およ

び当社にて、すべての安全管理を総点検し、安全対策を徹底・実施することにより、消

防当局の操業許可を得ましたので、１１月２２日から操業を順次開始してまいります。

なお、事故が発生いたしました感光材第２工場の生産再開時期は、徹底した原因究明の

ため、現在のところ未定です。 

 

８．業績への影響について 

業績への影響につきましては、現在、集計中であり、集計出来次第、速やかに公表いた

します。なお、火災保険には加入しております。 

 

今後、火災事故に関する状況が進捗次第、逐次、当社火災事故対策本部（本部長：春田雅

彦専務取締役総務部長）よりご報告申し上げます。 

 

以 上 
 
 
 


